
 
 

シナリオ理解を伴うチャンス発見プロセスに関する研究 
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1. はじめに 

ビジネス、医療、防災など様々な現場において、

人は複雑な社会および自然の中で生活・仕事を続

ける必要がある。したがって、手持ちの情報が実

環境の小さな部分に過ぎないことを自覚して必

要に応じて能動的に新たなデータを収集し、さら

にユーザが能動的に知識や経験を反映させなが

ら人は自分の知識や戦略的な行動のシナリオを

作らねばならない。 

チャンス発見というアプローチでは、この能動

性が主として人の「関心」から生まれると仮定す

る。関心とは，人が意思決定を行うまでに考慮す

る情報の範囲のことである。実環境には膨大な情

報に溢れ、かつ新しい情報が生まれ続けるから、

どのような関心によって考慮する情報を選ぶか

は人の行動の結果を強く左右する。それ故，人は

環境と相互作用を続け、新旧の情報に接触する中

から関心を獲得する。この視点から，本研究は人

と環境の相互作用をどのように支援すれば良い

かを研究対象としている。 

 

2. 人と環境と計算機の相互作用 

人が「チャンス」（意思決定にとって重要な事

象，状況，あるいはそれらについての情報）を発

見するプロセスのモデルとして二重螺旋モデル

を発展させた。このプロセスでは、人と計算機が

それぞれ螺旋状のプロセスで環境中のチャンス

への注目を深め、互いに相互作用を深めて行く。

この手法を、グループによるチャンス発見に適用

した結果、顧客の購買データから企業の経営状態

を改善するチャンスを捉えるなどの成功を得る

ことができた。今年はこれを医療，ビジネスデー

タに適用し，現場エキスパートの要請に応じてツ

ールを改良した成果が中心的な話題となった。 

3. チャンス発見とその方法 

3.1 チャンス発見 

筆者らは、チャンス発見の手法に関して研究の

情報交換を行う会議などを 2000 年から始動して

いる。チャンス発見に関する研究は、大きく分け

ると次の３つに分類できる。 

a) チャンス発見という考え方そのもの 

b) チャンス発見のプロセスを進める方法 

c) チャンス発見を支援する技術 

2003 年に創立したチャンス発見コンソーシア

ム（www.chancediscovery.com）では、ビジネス

界のユーザインに対する b)や c)のような方法の

紹介や演習セミナーも怠っていないが、a)の「考

え方」を伝えることにも力を注いでいる。システ

ムを導入する以前に、そのシステムを使う上でど

のような考え方に従うか決めることの方が重要

となることが多いからである。 

 

3.2 チャンス発見のプロセスモデル 

チャンスというのは稀な事象で未知な原因で

起きたことかも知れないから、それが目の前に来

ていても、ただ見ているだけで「こと」の重要さ

に気づくことは難しい。ここで「こと」とは、そ

の事象が起きたことによって今後生じるかも知

れない一連の事象系列が持つコンテキストをさ

す。これは、「シナリオ」と言い換えることも可

能であろう。すなわち、ただ一連の事象を見てい

るだけではなく、その背景にあるコンテキストと

その変化を理解することが、実環境でのチャンス

発見において必要条件となる。特に、複雑に変化

する実環境においては、前後でコンテキストが大

きく変化する可能性の高い事象を見出すことが

チャンス発見にとって必須となる。 

ところが、そのような複雑な環境においては未

知な要因が存在するため、チャンスの後で起きる



シナリオを理解するためには、様々な人の知識や

経験を動員することによってコンテキストを想

像によって補う必要が生じる。このため、チャン

ス発見においては、すなわちユーザが能動的に環

境に対して働きかけることが要求される。特に、

普段の持ち場にバラエティのある複数のユーザ

が集まり、コミュニケーションによって実環境に

おける様々な経験を持ち込むことが有効となる。 

このプロセスをモデル化したのが図1 の二重

螺旋モデルである。二重螺旋のプロセスでは、次

のように人のグループと環境とコンピュータが

関わり合いつつ意思決定に接近して行く。 

[チャンス発見の二重螺旋プロセス] 

人１・関心の獲得）行動によって環境と相互作用

を起こすうちに、チャンスを求める関心を得る 
計算機１・関心の対象データ化）環境から人の関

心に関連する対象データを得て、計算機で可視化 
人２・シナリオの提案）チャンスらしき事象の存

在に気付き、そこ事象から生まれるシナリオをメ

モにとるか、グループワークで提案しあう 
計算機２・シナリオの提案）上のメモまたはグル

ープワークで提案されたシナリオを主体データ

とし、可視化 
人３・意思決定）シナリオを一つ選択し１に戻 

ここではコンピュータは、チャンス発見主体であ

る人が自分の関心に基づいて外部環境から獲得

した「対象（object）データ」（計算機１）およ
びその人がチャンスの意味を理解してゆく過程

で提示したシナリオを文書化した「主体

（subject）データ」（計算機２）を可視化する。 

図1 チャンス発見の二重螺旋モデル 

これを見た本人は、自分でも明示的に気付いて

いなかった潜在的な関心事と、それに適合するチ

ャンスの意味が把握できるようになる。さらに、

複数の人が共同でチャンス発見プロセスに携わ

る場合は会話において様々な経験に基づくシナ

リオが提示され、それらをまとめた主体データか

らシナリオマップは、参加者の考えた様々なコン

テキストの関係を可視化することできる。 
 データの内容を視覚的に表示することは、チャ

ンス発見のプロセスにおいて重要となる。この理

由は、実世界においてコンテキストの遷移を含む

シナリオを理解し、しかもそのシナリオに共通す

る新たなコンテキストまで理解するという高度

な知的作業においてはシナリオマップの提示が

必要となるからである。例えば、三国志のように

登場する地名・人物が多い複雑な小説を読む場合、

三国志に関わる中国の地図の上に関係する地名

や地形をプロットした地図がこのシナリオマッ

プである。次々と起きる戦争や栄耀栄華というコ

ンテキストの移り変わりと、その移り変わりの中

で長期間に渡る三国志というコンテキストを、こ

の地図から読み取ることができる。 
同様に、さまざまなコンテキストとその間の関

係を可視化することがチャンス発見において有

効となる。すなわち、計算機１と計算機２という

ステップにおいて可視化される情報がシナリオ

マップの役割を果たし、人は環境と自分の考えの

接点にチャンスを見出す。 
データからシナリオマップを作成する為には、

事象間の距離に相当する数値を計算することに

よって事象たちを二次元のマップ上に配置する

などの方法が考えられよう。ここでコンピュータ

がパワーを発揮する。このように人と環境がコン

ピュータの力を活かしながら相互作用を繰り返

すことによりチャンス発見が実現できることは、

ビジネスの意思決定実例から示された[Ohsawa 
and Usui 2005]。 
普段は異なる環境にいる人々が同じシナリオ

マップを見ると、まず図の中で各人は過去に経験

したことと類似する部分に関心を寄せる。シナリ

オマップの別々の部分は別々のコンテキストに

対応し、互いの関係がシナリオマップに示されて

いる。そのため、各自の経験から考え付くシナリ

オを交換する会話によってコンテキストとコン



 
 

テキストの関係を認識することになる。コンテキ

ストとコンテキストの接点にある事象が、複雑な

環境においてチャンスの候補になる。 

実際、組織においてチャンス発見をする場合に

グループワークは有効な手段となる。例えば、繊

維製造会社の８人のメンバーからなるマーケテ

ィング部門があった。彼らが一同に会し、シナリ

オマップ（ここでは図2の、繊維購買データに対

するKeyGraph(後述)の結果[Ohsawa and Usui 

05]）を一緒に見ると、まず各メンバーは、自分

が豊かな経験を持つような部分を見出し、そこに

属する消費者の生活のシナリオを提案する。例え

ば、メンバーAは図の上部をさして「このクラス

タはきれい目系の衣服を好む人の島だ」などと考

える。彼はそのとき、メンバーBが左側のノード

をさして「ここは着古し系だから若い人の遊びの

島ですね」と言うのを聞く。そこで「きれい目系

のフォーマルな衣類を着ている人は、実は着古し

系を臨んでいる」という考えを説明する。すなわ

ちメンバーAは、二つの島との接点に橋が渡され

ていることに気付き、その橋に相当する新しい生

地商品の意味を考えるようになった。他のメンバ

ーらもこの考えに同意し、例えば「着古し系の生

地を、大人向けのアパレルに紹介しよう」などと

戦略的に販売を行った。その結果、その新商品は

大きく売上を伸ばすことができた。 

 この他、本年度に行ったチャンス発見に関する

研究を下記に紹介する。本稿では、この先 gを中

心として内容を述べる。 

a. 絵画鑑賞者による視点の動き[Nyu et al 04] 

b. 消費・購買記録[Kushiro and Ohsawa 04] 

c. 商品要求データ[Ohsawa and Usui 05] 

d. 自由回答方式のアンケートデータ（営業日誌

を含む）[Horie et al 04，Nara and Ohsawa 04]]  

e. テレビ視聴履歴についてのデータ[Taguchi 

and Ohsawa 04] 

f. オンラインでの会話記録 [Matsumura et al 04, 

Llora et al 04, Fruchter 04] 

g. 肝炎患者の血液検査データ[Ohsawa et al 05] 

 

 

 
図 2  生地市場におけるシナリオマップ

（KeyGraphによる）からのチャンス発見 

 

4. 医療におけるチャンス発見 

4.1 医療においてチャンス発見とは 

医学の立場から見れば、チャンスとは一章の説

明でいうと「診療行為に最適な時期」という意味

に解釈できる。医療行為一般に、最適のタイミン

グというものが存在し、特に治療行為の場合、タ

イミングを逸すると致死的なことが起こりうる。 

4.2 チャンス発見プロセスの準備 

プロセスを進める前に、参加者を選ぶことが重

要であった。それは、医学と情報学という異分野

間のコミュニケーションの難しさに行き着く。解

析結果を持って医師らと打ち合わせをして作業

の不適切さを理解するまでに他のプロジェクト

が多数発生するため、本質的なデータ操作の内容

を口頭で再現しにくくなっている点が第一に挙

げられる。さらに、二重螺旋プロセスにしたがい

ユーザの理解過程を書きとめようとしても、正し

く聴き取れない程に語彙の差異があるため困難

が伴う。医師にとっても、使い慣れないツールの

出力を理解するのは一般には容易ない。 

これらの問題を解決するまでの試行錯誤の中

で、われわれはチャンス発見を行うグループには

下記の条件が必須であることを見出した。 

a) 頻繁に会話可能なメンバーが集まる。 

b) シナリオ作りが目的であることを意識して

ツールの意味を理解してもらう。結果を視察

してもらい「考え方」の説明も行う。 

c) 互いの背景にある知識の分野を把握し、語彙

を含めて背景知識を補填しあう。 



従来からデータマイニング研究の一環として、デ

ータマイニングツールを適用する前にデータを

加工などするデータ前処理の研究はあった。しか

し、発見プロセス全体の前にプロセスの参加者を

選び、その参加者にプロセス前の心の準備を行う

ための研究はなかった。本年度のチャンス発見プ

ロセスの研究は、この参加者の準備手法研究を切

り出したことが中心となった。 

肝炎患者データの場合、このプロセスの協力者

は肝炎専門の内科医お外科医であったが、筆者と

月に一度以上の会話が可能で a)を満たす医師を

選択することができた。また b)についてはシナ

リオを作りが目的であることについて早期に共

感が得られたので、c)については医師が

KeyGraph を理解し筆者が肝炎の基本知識（Web

に掲載されている一般読者向けの血液検査項目

に関する知識）を習得する準備段階を取った。な

お、a)b)c)の条件を揃えない場合は下記プロセス

は医師にとって「当然の既知知識」と「意味不明

の結果」だけを導く失敗に終わっているがその詳

細は省略する。 

4.4 チャンス発見プロセスの実行内容 

二重螺旋サイクル 1) 

[最初の関心（関心 1）によるデータ収集] 

筆者らの初期の関心は、肝炎における異常の発達

メカニズムを解明することによって治療のタイ

ミングを明らかにしようというものであった。こ

れに従い、扱ったデータ（Data1 とよぶ）は、検

査対象となった全患者について 

<患者 MID> <異常のあった（正常範囲の上下限を

超えた検査値）血液検査項目>…. <検査結果>... ． 

という内容を抽出して対象データとした。 

このデータは ZTT,GOT…などを検査項目とし、

正常値域上限を超えた値を high, 正常値域加減

を下回った値を low として 

検査結果 1: ZTT_high, GOT_low, GPT_high…. 

検査結果 2: ZTT_high, GPT_low, …. 

検査結果 3: T-BIL_high, GPT_low, ZTT_low,….  

というような形式に変換してKeyGraphで可視化

された。一行が、一人の患者の一回の検査結果で

ある。KeyGraphの出力(図3)は以下の意味になる。 

 

(1) 島：まず頻繁に出現する検査値たちを黒ノー

ドとして図示する。この中で頻繁に共起する

２つの検査値X1,X2 からなる各対を黒実線で

結び、この連結から構成される極大連結グラ

フを島とする。 

(2) 島間に渡す橋：データ中の各検査結果 Xにつ

いて、（１）で得た二つ以上の島（Y1, Y2,… 

とする）に含まれる検査結果が Xと頻繁に共

起（同患者の同検査に出現）する場合、X を

赤いノードで表し X-Y1, X-Y2 を破線で結ぶ。 

すなわち、黒いノードの島はある典型的な病態と

いう比較的ありふれたコンテキストを図示する

ものであり、赤いリンクはそのような典型的な病

態がいくつかあったときに、それらの間の移り変

わりを示す可能性がある。 

いま、ある検査項目の異常 Xがあって、これが

患者の将来における病気の深刻な進行の予兆で

あるとしよう。そのような事象 Xは、進行の初期

から重症化するまでに過渡的に現れ、間もなく消

えてゆくので、現れる頻度は少なくなる。一方、

患者の多くが 

- X1，X2，X5，X9 という４つの異常を同時に示

す（という特徴の集団 Pに属する）か、 

- X4，X4，X7，X10 という４つの異常を同時に

示す（という特徴の集団 Qに属する） 

のいずれかであるとすると、特徴 P, Q は病状の

進行過程で現れてしばらくで消えてしまう特徴

ではなく、典型的な進行中か、さらに進行が済ん

で終末状態に到達してしまった状態、あるいは逆

に快癒した後の状態であろう。 

 

 

 
図3 KeyGraphによる最初の出力結果 



 
 

すると、P,Q の２集団が KeyGraph ではそれぞ

れが島として得られ、異常 Xは｛X1，X2，X5，X9｝

の異常からなる島と｛X4，X3，X7，X10｝の異常

からなる島の両方と少しの間だけ共起する。Xは、

重要な病状進行あるいは治療の効果が出る予兆

を意味するので、治療の意思決定において重要な

時期になっているはずであるというのが、この可

視化に期待されたことであった。 

図4はB型肝炎におけるデータだけを取り出し

て解析したものであり、これまでの医師は理解し

にくいとした新しい KeyGraph であった。彼らは

理解不能を訴えたが、理解できる個所を線で囲み

コメントを書き入れるなどアノテーションを施

すことにより、理解できない理由を議論すること

ができた。図 5 はその議論を主体データとして

KeyGraph により可視化したものである。繊維化

（fibrosis）や胆道結束(ALP, biliary)、癌

（cancer）など様々なシナリオが混合（mixture）

したデータとなっているのが分からなさの原因

であることが明確となった。 

次に繊維化の度合いを表す F1 、F2 、F3 、F4(す

なわち肝硬変 LC)のいずれかを含む、即ち繊維化

の進行のシナリオに乗った患者の検査データだ

けを抽出し、図 6を得た。繊維化から腎炎の併発、

癌などに至る過程が明瞭に視察される。 

次に、図 6を見ながら行われた医師らによる議

論の内容をテキストデータとして KeyGraph で可

視化した。この結果、図 7のように、Asymptomatic 

carrier (ASC)すなわち、無兆候の急性増悪によ

り、貯蔵鉄の増減とともに改善と悪化を反復して

いる状態への医師の気づきが明瞭に視察される。 

 
図 4 B 型肝炎患者の血液データに対する

KeyGraphの結果 

 

図 5 図 4視察下での医師らの議論の可視化 
 

ASC においては貯蔵鉄が減少し快方に向かう

か、逆に致命症に至る。同症状そのものは無兆候

であるが、その後の悪化と回復の分かれ目に鉄の

増減が位置することがら、鉄の増加時には瀉血

（血液を抜いて貯蔵鉄を調節する処方だが通常

B型では行われない）を行うなど、ASC 発生後の

治療のタイミングを示唆している。 

このようにして、治療にとって意味のあるチャ

ンスを発見するプロセスは改善された。しかし、

その背景にあった本質的な変化はごく簡単な組

織変更と会話内容の工夫であった。この後、C型
肝炎についても同プロセスを実行して得られた

知識の一部を挙げる。いずれも、予想外に多くの

患者において成立が確認された知識であり、治療

のチャンスを意味するものである。 
a. インターフェロンと鉄の減少は相補的に効

果を発揮して回復を導く。 

b. LDH の増加と CHE の減少が肝臓の悪化を意味

する筈であるが、インターフェロン投与時は

両方が一旦増加し減少に転ずる傾向が強い。 

c. C 型肝炎において、血清鉄の増減とビリルビ

ンの増減は非常に共起性が高い 

d. LDH の減少はインターフェロンが明らかな効

果を発揮する前提条件となる。これは過去の

文献には見出されないが、インターフェロン

投与後のLDH増加がその後の回復に必要なの

であれば、投与に先立ってLDHの減少が必要。 

a, bは 最新の医学研究成果に一致し、cはビリ
ルビンの増加が溶血によるものと考えれば解釈

可能である。dはデータから有意性が検証された
が過去の文献に見出されていない新知見である。 
 

 



 

 
図 6 線維化過程における検査データの可視化 
 

 
図 7 図 6視察下での医師らの議論の可視化 
 
5. 結論  

肝臓という一見閉じた袋も、環境との相互作用無

しに生存できない。肝炎患者の検査データは肝臓

と人体、そして人体を取り巻く人の生活環境が複

雑に接触し合った結果と言える。それ故、複雑な

実環境から意思決定のヒントを得る術として開

発してきたチャンス発見の手法は、検査データか

ら有益な知見をもたらすことになった。 
この研究で、鉄やLDHの増減といった事象が、

肝炎の進行・回復に関するシナリオ全体の中で重

要な位置を占めることが分かった。 
この研究でグループの思考環境デザインの簡

単な工夫だけでチャンス発見プロセスを成功に

導いたことは、有益な教訓をもたらした。その教

訓とは，主観的な気づきを客観的な知識に成長さ

せるためには、思考する人々が適切な準備を経た

上でコミュニケーションを行い，シナリオに関す

る合意を形成するという手順が欠かせないとい

うことである。このような点を考えると、今後の

チャンス発見研究は、コミュニケーションする

人々における合意形成の効果に基づいて知識の

評価指標を与えることが有効であろう。 
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